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Abstract

This is a study of a Japanese preschooler, one boy, who learned English as a 
foreign language at home over three years with parental support. The study 
looks at how he learned English and how much English he acquired. The 
child used correspondence English learning materials produced by a Japanese 
publishing company. In the fi rst year, he enjoyed listening, singing and dancing 
to English songs on DVDs and CDs. Even when he was not able to sing along, 
he was physically responding to English rhythms. Shorter words with Japanese 
katakana (semi-)equivalents were easier to learn. He was learning words with 
gestures in a way that was similar to how he was learning his mother tongue. 
In the middle year, a self-study tool called Englee  helped expose him to more 
English input and further opportunities to use English in quizzes. In this period 
his vocabulary extended to longer words and conversational phrases, although he 
seemed to have some diffi culty with grammar. In the fi nal year, he was capable 
of expressing himself with ‘I’m…’, ‘I like…’, and ‘I can…’ sentences with gestures 
and feelings. He enjoyed playing English games with his family. He showed some 
awareness of English grammar rules. This may have arisen because he had been 
more thoroughly exposed to English through mimicking his mother’s English and 
receiving his mother’s explanations of the English that he was learning. 
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1. はじめに

就学前の日本人の子どもは外国語としての英語をどのように習得するのだろうか。 到達

する英語力はどのようなものだろうか。 本研究は， 日本人就学前幼児１名（高月齢男児）が，

３歳から６歳に成長するまでの３年間， 家庭で英語学習用通信教材を使い， 親の支援を得

て英語学習をする様子と習得した英語を観察し考察した事例研究報告である。



□　　　■59

2. 背景

2.1  調査のアプローチ

日本のように英語が生活言語として使われていない環境では， 小学校に上がる前の子ど

もは， 通常， 英語教室や家庭で使う英語学習用通信教材などを利用して英語を学ばざるを

得ない。 英語に接触する機会が限られているだけに， 教室で使う教材や家庭で受け取る教

材が， 子どもの英語学習の内容を決定する。 また， 教室で出会う先生の教え方や家庭で

学びを助けてくれる親の支援の仕方が， 子どもの英語学習体験に質的な影響を及ぼす。 し

たがって， 就学前の子どもたちの英語学習は， それぞれが個性的であり， まず事例として

とらえる必要がある。 本研究では， このことを踏まえ， 本事例において， 子どもが使用した

教材， 親の支援， 英語学習の様子， 結果として習得した英語の間のつながりに注目した。

観察の基となったビデオデータは， 子どもの家庭で親が教材到着後１ヵ月以内に撮影したも

のである。 学習活動の一部が撮影されたものであり，その一部から全体的な傾向を考察した。

2.2  教材の特徴

本事例の子どもが使用した教材は， ㈱ベネッセコーポレーションが制作販売している英

語学習用通信教材『こどもちゃれんじ English』であった。 DVD には， ネイティブインストラ

クターとともに， トラの子キャラクターのしまじろう， カエルの忍者キャラクターのリビーが登場

する。 日英語バイリンガル教材で， 日本語は， 学習項目の英語の直訳ではなく， 「一緒に

言ってみよう！ せーの！」といった指示や， 状況や英語構文（例 ： I like ~.）の簡単な説明

などに使われていた。 カリキュラムは， 子どもの認知的発達および身体的発達に配慮して

組まれている。 １年目（３～４歳）が「ほっぷコース ： 身近な英語がわかるようになる」， ２年目

（４～５歳）が「すてっぷコース ： ものの名前を理解して言えるようになる」， ３年目（５～６歳）

が「じゃんぷコース ： 表現を組み合わせて言いたいことが言えるようになる」という構成だった。

２ヵ月に一度配送される教材は， マルチメディア教材で， ３年間通して毎回 DVD とワーク

ブックが， また， ２年目からは毎回ペン式電子学習機（名称 ： Englee）用シートが含まれて

いた。 さらに， ３年間通して， 毎回追加教材として， CD， 音声玩具（例 ： 録音機能付きマ

イク）， 紙 ・ シート型付録（例 ： カード， すごろく， Touch & Step-on Sheet）， CD-ROM
（３年目の後半に配送）など付録教材が１点から２点ほど送られていた。 内容的には， DVD
とワークブックが， その他の教材と連動していた。

3. 事例研究

3.1  教材の活用と親の支援

子どもは， ３年間通して， DVD， ワークブックを中心にその他の音声玩具などをまんべ

んなく活用していた。 支援者は母親で， 特にワークブックへの取り組みを助けていた。 母親

は， ワークブックの絵を指差して英語を言い， 子どもにまねさせた。 子どもは母親の英語が

聞こえると， 反射的にまねるようになっていった。 最後のほめ言葉「Good job!」までまねるこ

ともあった。 また， 学習開始当初から単語ではなく文をまねさせた。 最初の号から， 子ども

が「I’m three years old.」は「ながいから。」とためらうと， 区切って聞かせてまねさせた。 さ

らに， ワークブックに書いてある説明文を単純に読み上げるのではなく， 絵を指差しながら
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自分の言葉で英語の意味の説明をした。 ブックに書かれていなかったが， 文法の説明を

することがあった（例 ： 名詞の単数形と複数形の違い）。 また， 子どもの自立的学習を促し

た。 母親の助けで正解すると， 「もう一回やろう。 ママが手伝っちゃったから。」と言って， ひ

とりで挑戦させた。 動物の歌を「つかれたからやらない。」と言う子どもに， 「やらないとビデオ

の先生にしかられちゃうよ。」と踊らせることもあった。 母親は， 厳しく指導する一方で， 親子

で遊べる教材があると， 妹も一緒に３人で歌い， 踊り， ゲームを楽しみ， 笑い声を上げた。

上手にできると， 子どもを抱きしめた。 また， DVD を見ていて「これおかしいね。」と大笑い

して率直に反応を見せることもあった。 父親は， 学習支援はしなかったが， 子どもの英語を

ほめていた。 子どもは， 最後に修了証を母親にもらい喜んでいた。 その顔は自信にあふれ

ていた。 修了証に綴られた母親のコメントは「Good Boy！」だった。

3.3  英語学習の様子

１年目（３～４歳）は， 主に英語の歌をまねて踊るのを楽しんでいた。 英語のシャワーを

浴びて， 英語に親しみ， 英語音を体感していたと考えられる。 家の中で DVD を見てまね

るだけでなく， ドライブで出掛ける車内でも CD をかけて音を聞いて歌っていた。 手や体

を動かす歌， ‘Open, Shut Them’や‘Head, Shoulders, Knees and Toes’を楽しんだ。

‘Open, Shut Them’は， 最初手の開閉が歌詞とは逆だった（自分では正しいと信じてい

た）が， 手はリズミカルに動いており， そのうちに歌詞通りに動くようになった。 ABC の歌は

最後の方が歌えなくなると， あごでうんうんとリズムを取っていた。 DVD で王子様と王女様

が踊る演出になっていた‘Lavender’s Blue’は， 妹の頼みを聞いて， 一緒にワルツを踊っ

てあげていた。 ２年目（４～５歳）は， 音声玩具 Englee を使った自立的な学習が始まり， 真

剣に取り組んだ。 Englee シートの絵をペンでタッチして， より多くの英語のシャワーを浴び

ることになった。 また， 覚えた英語でシートのクイズ問題に挑戦し， 正解して機械にほめら

れると「できた！」とうれしそうだった。 ワークブックへの取り組みは， 母親が学習開始当初か

ら支援していた。 単語は一度では覚えられず， 母親に繰り返し教わった。 しかし， ２年目の

最後の頃には， 「ママ， いわないで。 さいしょから。」と言って， ワークブックの単語迷路を，

自分で英語を言いながら進んでゆく積極的な態度を見せた。 ３年目（５～６歳）は， ワーク

ブックと Englee にさらに自発的に取り組み， 英語に関して言語的な気づきを抱くようになっ

た。 「おもちゃをもっている」「人間」は英語で何と言うのかと質問したり，「Beetleってなに？」

「Pictureってなに？」と機械から聞こえる英語を聞き取り， 日本語の意味を聞くようになった。

3.3  英語の理解と産出の特徴

英語の語彙に対する反応には， 特に学習開始頃に， 母語習得と同様， 意味を体で表

す仕草があった。 ワークブックで誕生日のケーキの絵にろうそくのシールを貼り「Happy 
Birthday!」と言って吹き消したり， DVD で「飛行機， Airplane」と聞いて「びゅーん」と言っ

て手を広げて飛んで行ったりした。 また， DVD で映像を見ると， 「うさぎ！， もぐら！， ね

こ！」とまず日本語で反応したり， 「これは何？」と聞かれてわからないと， 英語っぽい発音

で「キイロ」のように日本語で答えることがあった。 さらに， カタカナ語で既に知っており， 音

が英語に似ている語（例 ： 「ポテト」－「ポテイトオ」）の方が， そうでない語（例 ： 「にんじ
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ん」－「キャロット」）よりも理解しやすく産出しやすい様子だった。 数字も， 日本語で数えら

れる状態になっていると， 英語を覚えやすいようだった。 １年目（３～４歳）は， 長めの英

語を機械音で聞き取りまねるのは少し難しそうだった。 例えば， pumpkin を「パーブチャ

ン」， fried chicken を「フライドキッチン」と， 自分が知っていて言いやすいパターン（「○○

ちゃん」「キッチン」）に当てはめて発音していた。 ２～３年目（４～６歳）になると， 機械音でも，

英語自体を聞き取る耳ができ， 聞いたままの英語を繰り返して， その意味をたずねられるよ

うになった。 英語の語彙や文の聞き取りや理解は， ２～３年目（４～６歳）に飛躍的に進んだ。

Englee シートに取り組むときは， 問題に集中し無口になったが， 「数字」や「色」「形」から身

近な「食べ物」「乗り物」「生き物」「家族」「建物」「文具」「職業」に関する語彙クイズに順調に

答え， 正解していた。

産出面では， ３年間通して，新しい語彙や会話表現を習うときは，まず母親の肉声をまね，

覚えると次第に自分で発声するようになっていった。 DVD を見ているときよりも， 母親とワー

クブックに取り組んでいるときの方が， 英語の産出は多かった。 発音は， 最初は英語っぽく

聞こえるものの全体的に緩めだったが， 次第に英語特有の子音（例 ： [f][th]）も日本語訛り

から英語らしくはっきりと産出できるようになっていった。 １年目（３～４歳）は， DVD で歌な

どを聞いていると， 不完全でも一緒に踊って歌っていたが， ２年目（４～５歳）は， 歌は， 「は

やすぎてうたえない。」とつぶやくことがあった。 その一方で， 英語の短文は， 「君も一緒

に言ってみよう！ せーの！」と掛け声がかかると発声できる（例 ： 「I can do it.」）ようになっ

た。 ３年目は， クイズにも短文（例 ： 「I want a donut.」）で答え， 日常的な会話表現（例 ：

「Look! 」「Where? 」「Over there.」／「Watch out! 」「Thank you.」）をまねられるように

なった。 さらに， ３年目（５～６歳）の後半では， 量的には多くはないが， 覚えた英語で自分

のことを表現する文を発声することができた。 DVD で「What do you like?」と質問され， 次

の質問「What can you do?」になっても， 考え続け， 「I like, I like, I like strawberry.」と
自分の答えを産出した。 ワークブックに取り組んでいるとき， 気持ちを込め， 仕草を付けて

英語を発声することができた。 例えば，母親と「Thank you. 」「You’re welcome.」の会話を，

感情を込めたイントネーションでやりとりした。 「どういう気持ち？」と聞かれ， 両手を合わせ

て頬に当て「I’m sleepy.」と眠そうな声で言った。 また， ワークブックの絵を見て， 複数の

キャラクターの立場で， それぞれ何が欲しいのかを作文し発声した。

さらに， 興味深いことに， 特に３年目（５～６歳）に， 英語という言葉に対する気づきを示

すさまざまな反応があった。 例えば， DVD のアルファベットのコーナーで「え， アポーって

A なの？ エイポー？」（母親「そうよ。」）のように文字の名前の音と実際の音が異なるという

フォニックス的な発見， 「ズはつかないの？」（母親「１個だからつかない」）という複数形 -s の

気づき， 「かさのときはなんで an になるの？」（母親， 説明に苦労する）のように a と an の

冠詞の使い分けの発見があった。 また， 「Let’s play soccer. 」「Let’s play Enlgee.」から

推測して， 「本を読もう！」と言うつもりで「Let’s play book!」と言い， 母親に「Book は play
しないな。 Let’s read a book. だね。」と教えてもらう場面があった。 さらに， 「Curry and 
rice. カレーライスにした。」のように， 最後に日本語を加える形で， 英語を習得しており， 英

語， 日本語ともに， ごく自然に言うことができていた。 また日本語の中に英語が交ざることも

なく， 日本語の発達にまったく支障はなかった。
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4. 考察

本事例によると， 就学前の３年間， 家庭で通信教材を使い英語を学習すると， 英語の理

解面， 産出面において， 英語に慣れ， 英語で身近なものを理解し， 英語を使って簡単な

自己表現ができる程度の英語習得が可能であることがわかる。 注目すべき条件として，教材，

親の支援， 子どもの英語学習と英語について考察した。

4.1  教材

本事例で使用された教材は， 子どもの認知発達および身体発達に合ったものであり， 内

容的には， 子どもにとって身近なもの， 体験や関心に合ったものだったので効果的だったと

考えられる。 カリキュラム的には， 最初に， 歌やチャンツで英語のシャワーを与え， 英語の

音を体感させて慣れさせ， 次第に音声玩具教材を導入し自立的な学習を促し， 最後に覚

えた英語を使って自己表現をするというタスクに取り組ませる流れもよかった。 多様なメディ

アで教材が提供されていたので， それぞれのメディアが使用されるさまざまな場面で英語を

体験することができた。 子どもは， DVD や CD で英語を聞き， Englee で理解を深め英語

クイズを解き， マイク教材で自分の声を吹き込んで作品にしたり， CD-ROM でコンピュータ

を操作し， すごろくや BINGO ゲームで家族と英語を使って遊んだ。 このような一連の活動

は， 日本の日常生活の中で英語を使う機会のない子どもたちにとっては， 英語の貴重な運

用体験だったと考えられる。 つけ加えると， 聞いて覚えた英語を知識として蓄え続けるので

はなく， 実際に使ってみて楽しみを味わうことで， 子どもは英語をポジティブなものとしてとら

え， 自信を持ち， そしてそのことが英語学習のよい動機付けとなったのではないかと考えら

れる。

4.2  親の支援

本事例の子どもの母親は英語の先生ではなかったが， 熱心に学習を支援していた。 印

象的だったのは， まず， 子どもに自分の肉声で英語を聞かせ， それをまねさせていたこと

である。 まねさせた英語は単語に限らず， 会話表現や文に及んでいた。 また， 日本語で

意味を説明して， ワークブックの絵を指差しながら英語を聞かせて， まねをさせ， 最後は，

ひとりで言うように促すという一連の流れがあった。母親の英語の発音は日本語訛りがなかっ

たわけではない。 しかし， 子どもの英語には訛りがなかった。 その主な理由としては， 子ど

もに DVD を見せ， Englee で英語のシャワーを浴びさせるなど， 母親が音声教材を十分

に活用していたことが挙げられる。 母親は， ワークブックに取り組むとき， 説明文を読み上

げるだけでなく， 子どもが理解しやすいように， 内容を噛み砕いて話していた。 英語の音を

まる覚えさせるのではなく， 意味を理解させた上で， 絵を指差し， 英語をまねさせるという

工夫によって， 英語の「音―意味―イメージ」の間の結びつきが子どもの頭の中ででき， 英

語を覚えやすくさせたのではないだろうか。 ただ聞かせているよりは， まねをさせる。 意味も

教えて， まねをさせる。 このような負荷をかけることで， 子どもは英語を覚え， 覚えた英語で

遊べればうれしくなって， また覚えるという， 学習のポジティブな循環ができてくる。 ワーク

ブックというメディア ・ ツールは， 音声を伴わないアナログ教材だが， 子どものペースでゆっ

くりと取り組めるので， 親が意味を説明するには最適と言える。 一日に何ページもこなすより
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も， 子どもの関心に合わせて， 話を広げて楽しみながら， 英語を覚え， ゆっくりと進めてゆ

く方が効果はあるようだ。 母親には， 厳しさがある一方で， 子どもをほめる優しさや， ユー

モアを分かち合い， ゲームを楽しむ明るさもあった。 子どもを教材に預けるのではなく， 子

どもと一緒に教材を楽しむという姿勢が大切であるように思える。

4.3  子どもの英語学習と英語 
幼いほど，子どもはアナログ的な学習を行い，母語と同様に有意味なインプットを必要とし，

体を動かして外国語を習う様子が観察された。 まず， 英語の音のシャワーを浴び， 慣れ親

しむ体験は必要不可欠である。 本事例の子どもは， 「飛行機， Airplane」と聞いて， 手を

広げ， 「びゅーん」と飛んで行ったが， 絵を見たり， その音を聞いたりすると， 体で表現し

ようとする。 完璧にできなくても， 体を動かし， 踊りながら， 英語の歌を歌うという体験は効

果がある。 最初に肝心なのは， 英語のリズムを体感し， 楽しいと思えることだろう。 次第に，

英語の音がわかってくると， アウトプットし始める。 英語がわからなければ， それに相当する

日本語を英語っぽく発音してみたりする。 最初は肉声の方が聞き取りやすいようだが， 次第

に機械音を聞き取れるようになる。

本事例の子どもは， 最終段階で， 教材で扱われた英単語と会話表現をほぼ完全に理解

し， 簡単な自己紹介文を産出することができた。 教材ではまとまった英語の文章の理解や

産出は特に扱われてはおらず， 撮影されたビデオデータからは， それらに関する事実を見

つけることはできなかった。 もともと， 教材では文法的な要素が学習項目として扱われてい

ないが， 子どもと親が産出する英文には時折文法的な間違い（例 ：冠詞の欠落や名詞の複

数形 -s の不在）があった。 注目すべきなのは， 最後の年に， 子どもが， 英語という言葉に

関して， さまざまな気づきを持ったことだろう。 子どもの母親が， 英語の意味を説明し， 音

をまねさせていたので， 英語を深く分析する力が養われ， そのような気づきが生じたと考え

られる。 彼が気づいたフォニックス， 冠詞， 複数形 -s の音といった言語的特徴は， 英語と

いう言葉の中に存在する， まさに異文化的要素であると言える。 例えば， 冠詞は単なる文

法項目ではなく， ひとつのものとたくさんのものを分けてとらえるという世界観と結びついて

いると考えられる。 外国文化を理解するのもさることながら， 英語の中に存在するこのような

見方について知るのも大事ではないだろうか。

5. おわりに

英語が生活言語でない就学前の日本人の子どもでも， 親の支援を得て， 家庭で英語学

習用通信教材を３年間継続して使うことによって， 英語を習得できることがわかった。 教材

が子どもの認知発達と知的好奇心に合っていること， 親が意味を伝える支援をすること， 子

ども自身が音声をたっぷり聞いて英語という言葉に慣れ親しむことは， その前提条件となる。

到達点としては， ナチュラルな英語の発音と， 身近な英語の理解， さらには対面的な状況

で， 自分の好みなどについて質問されたとき， 表情をつけて答えを返し， 簡単な言葉のや

りとりができることが観察された。 産出された英語には文法的な誤りがあったが， 英語を聞

いていて文法的な特徴に気づくこともできた。 微笑ましかったのは， 家族で英語の歌を歌っ

たり， ゲームなどをして楽しんでいる姿だった。 英語という長い旅の中で， このような楽しい
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思い出は， 子どもを支える大きな力となるだろうと思った。 日常生活の中で英語に触れるこ

とのない日本人の子どもや， 支援する親にとって， 教材が提供する英語は唯一のインプッ

トであり， そのインパクトは計り知れない。 子どもたちが楽しく英語学習し， 着実に英語力を

伸ばしてゆけるように， 今後の教材開発研究と制作に尚一層期待したい。

付録

〈就学前幼児（高月齢男児）の３年間の英語学習の記録〉
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付
録

　
就

学
前

幼
児

（
高

月
齢

男
児

）
の

３
年

間
の

英
語

学
習

の
記

録 英
語

学
習

英
語

１ 年 目

教
材

支
援

者
主

に
行

っ
て

い
る

こ
と

楽
し

ん
で

い
る

こ
と

難
し

さ
を

感
じ

て
い

る
こ

と
そ

の
他

理
解

面
産

出
面

ほ
っ

ぷ
３

月
号

D
V

D
,W

B
,C

D
母

親
（妹

も
参

加
）

D
V
D

と
W

B
。
歌

（‘
O

pe
n,
 S

hu
t 

T
h
e
m

’,
 ‘

H
o
t 

P
o
ta

to
e
s’

, 
‘T

he
 A

B
C

 S
on

g’
）と

踊
り

。
車

中
で

も
C

D
を

か
け

て
歌

っ
て

い
る

。

歌
と

踊
り

。
‘
O

pe
n
, 
S
h
u
t 

T
he

m
’の

手
の

開
閉

が
最

初
逆

だ
っ

た
が

，
自

分
が

正
し

い
と

言
い

張
る

。

「
I'
m

 t
h
re

e
 y

e
a
rs

 o
ld

.」
（
母

親
の

ま
ね

）
「
な

が
い

か
ら

。
」

A
B

C
の

歌
。

最
後

の
方

は
歌

え
な

い
が

，
あ

ご
で

う
ん

う
ん

と
リ

ズ
ム

を
取

る
。

W
B

。
「
３

は
英

語
で

？
」
と

聞
か

れ
「
わ

か
ん

な
い

。
」
（
教

え
て

も
ら

う
。
）

「
I'm

 A
. 
I'm

 fi
 n

e
.」

（
母

親
の

ま
ね

）
/
「
チ

ュ
ー

ト
ル

」
（
カ

メ
の

発
音

。
母

親
の

発
音

は
「
タ

ー
ト

ル
」
）

ほ
っ

ぷ
５

月
号

D
V

D
,W

B
,

ポ
ン

ポ
ン

母
親

（妹
も

参
加

）

D
V

D
と

W
B

。
歌

（
‘
H

e
ad

, 
S
h
o
u
ld

e
rs

, 
K
n
e
e
s,

 a
n
d 

T
o
e
s’

, 
‘
A

 S
ai

lo
r 

W
e
n
t 

to
 S

e
a’

，
‘
C

h
e
e
rl
e
ad

in
g 

S
o
n
g’

）
と

踊
り

。

ポ
ン

ポ
ン

。
D

V
D

に
合

わ
せ

て
「
G

o
！

]
と

ジ
ャ

ン
プ

し
「
Y
e
ay

！
」
と

言
う

。

船
乗

り
の

歌
で

海
に

飛
び

込
む

ま
ね

。
ケ

ー
キ

の
ろ

う
そ

く
を

吹
き

消
す

ま
ね

。

W
B

。
「
に

ん
じ

ん
は

英
語

で
？

」
と

聞
か

れ
「
わ

か
ん

な
い

。
」
（
教

え
て

も
ら

う
。
）

数
字

１
～

１
０

を
言

え
る

。
/
「
お

魚
は

英
語

で
？

」
と

聞
か

れ
「
F
is

h
.」

と
言

う
。

ほ
っ

ぷ
７

月
号

D
V

D
,W

B
,

音
声

玩
具

(
カ

ル
タ

)

母
親

（妹
も

参
加

）

D
V

D
と

W
B

。
文

や
単

語
の

発
声

（
母

親
の

ま
ね

）
。

母
親

の
歌

や
文

の
意

味
の

説
明

を
聞

く
。

歌
の

内
容

に
つ

い
て

「
な

ん
で

？
」
と

質
問

す
る

。

‘
T
h
re

e
 L

it
tl
e
 M

o
n
ke

ys
’

を
何

度
も

見
て

歌
わ

な
い

が
ソ

フ
ァ

の
上

を
跳

ね
る

。

I 
do

n
't
 l
ik

e
 s

n
ak

e
.(

母
親

の
ま

ね
）
が

で
き

な
い

。
「飛

行
機

，
A

ir
pl

an
e」

と
聞

い
て

「や
る

ぞ
，
び

ゅ
ー

ん
！

」
と

動
く
。

/
動

物
の

歌
。

「つ
か

れ
た

か
ら

や
ら

な
い

。」
と

言
う

が
「や

ら
な

い
と

ビ
デ

オ
の

先
生

に
し

か
ら

れ
ち

ゃ
う

よ
。」

と
言

わ
れ

，す
る

。

音
声

玩
具

。
「
チ

キ
ン

は
ど

れ
？

わ
ん

わ
ん

？
チ

キ
ン

っ
て

な
に

？
」
（
鳴

き
声

で
教

え
て

も
ら

う
。
）

数
字

１
～

１
０

を
言

え
る

。
/
「
Y
e
s,

 I
 

lik
e
 e

le
ph

an
t.
」
を

ま
ね

る
よ

う
に

言
わ

れ
「
Y
e
s,

 I
 l
ik

e
, 
I 
lik

e
 e

le
ph

an
t.
」

/
「
カ

ン
ガ

ル
ー

，
え

れ
ふ

ぁ
ん

と
，

ラ
イ

ア
ン

，
ス

ネ
イ

ク
。
」
（
母

親
の

ま
ね

）

ほ
っ

ぷ
９

月
号

D
V

D
,W

B
,

ブ
ロ

ッ
ク

母
親

（妹
も

参
加

）

D
V

D
と

W
B

。
文

と
単

語
の

発
声

（
母

親
の

ま
ね

）
。

ブ
ロ

ッ
ク

遊
び

（
ブ

ッ
ク

通
り

に
形

を
組

む
。

母
親

で
き

た
も

の
を

英
語

で
言

う
。
）

「四
角

は
？

」
と

聞
か

れ
「ブ

ル
ー

。」
。
「三

角
は

？
」「

サ
ー

ク
ル

。」
（教

え
て

も
ら

う
。）

D
V

D
を

見
て

い
て

，
ラ

ベ
ン

ダ
ー

の
歌

を
妹

に
，

せ
が

ま
れ

，
一

緒
に

踊
る

。

W
B

。
「
何

色
？

」
と

聞
か

れ
「
き

い
ろ

。
」

黄
色

を
指

さ
さ

れ
て

「英
語

で
？

」
と

聞
か

れ
「キ

イ
ロ

。」
と

英
語

っ
ぽ

く
言

う
。

/「
ロ

ッ
ク

，
ペ

イ
パ

ー
，

シ
ー

ザ
ー

。」
/「

W
ha

t'
s 

th
is

? 
S
tr

aw
be

rr
y,

 
O

ra
ng

e.
」（

母
親

の
ま

ね
）

ほ
っ

ぷ
1
1
月

号

D
V

D
,W

B
,

音
声

玩
具

(
買

い
物

)

母
親

（妹
も

参
加

）

D
V

D
と

W
B

。
文

や
単

語
の

発
声

（
母

親
の

ま
ね

）
。

母
親

の
歌

や
文

の
意

味
の

説
明

を
聞

く
。

親
子

で
D

V
D

の
ク

リ
ス

マ
ス

ソ
ン

グ
や

グ
ル

ー
プ

で
踊

る
歌

を
歌

っ
て

踊
る

。
「
上

手
に

で
き

た
か

ら
だ

っ
こ

し
て

あ
げ

る
。
」
と

母
親

。

か
ぼ

ち
ゃ

を
「
パ

ー
ブ

チ
ャ

ン
。
」
，

フ
ラ

イ
ド

チ
キ

ン
を

「
フ

ラ
イ

ド
キ

ッ
チ

ン
。
」
（
教

え
て

も
ら

う
。
）

日
本

語
で

絵
の

ボ
ー

ル
を

数
え

る
。

/
妹

に
「
は

い
，

ど
う

ぞ
。
」
と

言
う

。
/
「
C

u
t.
」

と
言

い
な

が
ら

切
る

動
作

を
す

る
。

D
V

D
。

「
C

u
rr

y 
an

d 
ri
c
e
」
が

カ
レ

ー
ラ

イ
ス

で
あ

る
こ

と
を

知
る

。
/
「
緑

は
？

」
と

聞
か

れ
，

「
G

re
e
n
.」

。
「
紫

は
？

」
「
P

u
rp

le
.」

と
言

う
。

基
本

色
を

言
え

る
。

/P
o
ta

to
を

「ポ
テ

イ
ト

オ
で

し
ょ

。」
と

確
認

。
/

玉
ね

ぎ
を

「オ
ニ

オ
ン

。」
と

言
う

。
/D

V
D

を
ま

ね
て

「I
 w

an
t 

a 
ba

ll.
 B

al
l, 

pl
ea

se
.」

「H
er

e 
yo

u 
ar

e.
」
と

言
う

。
/「

I 
w

an
t 

a 
n e

w
 s

ui
t.
」（

母
親

の
ま

ね
）/

「I
'm

 
hu

ng
ry

.」
（母

親
の

ま
ね

）

ほ
っ

ぷ
１

月
号

D
V

D
,W

B
,

音
声

玩
具

（魚
取

り
セ

ッ
ト

）

母
親

（妹
も

参
加

）

D
V

D
と

W
B

。
歌

と
踊

り
。

母
親

の
歌

や
文

の
意

味
の

説
明

を
聞

く
。

あ
い

さ
つ

表
現

の
発

声
（
母

親
の

ま
ね

）
。

魚
取

り
セ

ッ
ト

の
魚

の
数

字
を

機
械

で
聞

い
て

取
っ

た
り

並
べ

た
り

す
る

。
お

風
呂

場
で

も
遊

ぶ
。

H
ap

py
 N

ew
 Y

ea
r
の

歌
を

聞
い

て
「む

ず
か

し
く
て

う
た

え
な

い
。」

と
言

う
。

/H
ot

 P
ot

at
oe

s
の

歌
は

「は
や

す
ぎ

て
う

た
え

な
い

。」
と

言
う

。
/

数
字

を
10

か
ら

逆
に

並
べ

る
の

は
「え

い
ご

じ
ゃ

で
き

な
い

。」
と

言
う

。

D
V

D
で

動
物

を
見

て
日

本
語

で
「
う

さ
ぎ

！
も

ぐ
ら

！
ね

こ
！

」
と

言
う

。
英

語
を

聞
い

て
ま

ね
る

。
/
「
バ

ス
は

え
い

ご
で

な
ん

て
い

う
の

？
」

W
B

。
「お

誕
生

日
の

と
き

は
？

」と
聞

か
れ

「H
ap

py
 B

ir
th

da
y.

」，
「ク

リ
ス

マ
ス

は
？

」
に

「M
er

ry
 C

hr
is

tm
as

.」
と

言
う

。
/

家
が

「H
ou

se
」

だ
と

知
る

。

数
字

１
～

１
０

を
言

え
る

。
/
D

V
D

と
一

緒
に

色
を

言
う

。

＊
W

B
＝

ワ
ー

ク
ブ

ッ
ク
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付
録

（
続

き
）
　

就
学

前
幼

児
（
高

月
齢

男
児

）
の

３
年

間
の

英
語

学
習

の
記

録

英
語

学
習

英
語

２ 年 目

教
材

支
援

者
主

に
行

っ
て

い
る

こ
と

楽
し

ん
で

い
る

こ
と

難
し

さ
を

感
じ

て
い

る
こ

と
そ

の
他

理
解

面
産

出
面

す
て

っ
ぷ

３
月

号

D
V

D
,W

B
, 

E
n
gl

e
e

母
親

（妹
も

参
加

）

D
V

D
と

W
B

。
文

の
発

声
（
母

親
の

ま
ね

）
。

単
語

の
発

声
（
D

V
D

の
ま

ね
）
。

母
親

の
説

明
を

聞
く
。

英
語

の
指

示
に

合
わ

せ
て

体
を

動
か

す
。

E
n
gl

e
e
。

ペ
ン

で
シ

ー
ト

の
絵

を
押

し
て

対
応

す
る

音
を

集
中

し
て

聞
い

て
い

る
。

C
o
w

を
「
コ

ウ
」
と

発
音

。
「
１

個
は

ピ
ッ

グ
，

い
っ

ぱ
い

は
ピ

ッ
グ

ズ
。

シ
ー

プ
は

１
個

で
も

い
っ

ぱ
い

で
も

シ
ー

プ
な

の
。
」
と

の
説

明
を

静
か

に
聞

い
て

い
る

。

D
V
D

を
見

て
，

「C
la
p,
 S

ta
m

p」
の

動
き

に
合

わ
せ

て
踊

る
。

D
V

D
で

絵
を

見
て

「R
ab

bi
t.」

「P
ig

.」
/「

C
ho

co
la

te
.」
（D

V
D

の
ま

ね
/「

I'm
 

B
.」

/「
G

oo
d 

m
or

ni
ng

. 
G

oo
d 

ni
gh

t.」
（母

親
の

ま
ね

）

す
て

っ
ぷ

５
月

号

D
V

D
,W

B
, 

E
n
gl

e
e
,

音
声

玩
具

（
マ

イ
ク

）

母
親

（妹
も

参
加

）

D
V

D
と

W
B

。
文

と
単

語
の

発
声

（
母

親
の

ま
ね

が
大

半
＋

機
械

音
の

ま
ね

）
。

母
親

は
本

人
が

自
力

で
E
n
le

e
の

問
題

に
取

り
組

む
よ

う
に

促
し

て
い

る
。

E
n
gl

e
e
。

数
字

を
タ

ッ
チ

。
「
よ

く
聞

い
て

。
」
と

母
親

に
言

わ
れ

，
機

械
に

覆
い

か
ぶ

さ
る

よ
う

に
し

て
聞

く
。

何
度

か
の

ト
ラ

イ
で

成
功

。
「
で

き
た

！
で

き
た

！
」
/

マ
イ

ク
で

自
分

の
A

B
C

の
歌

を
録

音
再

生
。

「
I'm

 f
u
ll.

」
を

思
い

出
せ

な
い

。
/
「
I'm

 h
u
n
gr

y.
あ

ゆ
む

？
」

と
聞

く
。

「
A

re
 y

o
u
 s

le
e
py

?」
と

聞
か

れ
「
あ

ゆ
む

 s
le

e
py

.」
と

言
う

。
/
E
n
gl

e
e

で
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
の

発
音

を
聞

き
取

れ
ず

，
母

親
に

助
け

て
も

ら
う

。

E
n
gl

e
e

で
「
（
聞

こ
え

る
）
英

語
を

言
わ

な
き

ゃ
ダ

メ
。
」
と

母
親

に
注

意
さ

れ
言

う
。

E
n
gl

e
e

の
機

械
音

T
ru

c
k

が
聞

け
る

。
/
「
お

な
か

す
い

た
は

？
」
「
I'm

 h
u
n
gr

y.
」

と
言

う
。

/
「
か

ば
は

？
」
「
ヒ

ポ
ポ

タ
ム

ス
。
」
（
母

親
は

「
ヒ

ポ
。
」
）

「
I'm

 f
o
u
r 

ye
ar

s 
o
ld

.」
「
I'm

 f
u
ll.

」
「I

'm
 s

le
ep

y.
」（

母
親

の
ま

ね
）/

数
字

1～
10

。
シ

ャ
ボ

ン
玉

を
5ま

で
英

語
で

数
え

る
。

す
て

っ
ぷ

７
月

号

D
V

D
,W

B
, 

E
n
gl

e
e
,

音
声

玩
具

（
ク

イ
ズ

）

母
親

（妹
も

参
加

）

D
V

D
と

W
B

。
単

語
の

発
声

（
母

親
の

ま
ね

＋
少

し
自

力
）
。

母
親

の
説

明
（
D

o
 y

o
u
 ～

?
の

答
え

方
）
を

聞
く
。

E
n
gl

e
e

を
プ

レ
ー

し
て

，
‘
S
e
ve

n
 

S
te

ps
’
の

歌
を

聞
き

歌
う

。
「
D

o
 y

o
u
 l

ik
e
 d

o
gs

? 
Y
e
s,

 I
 

do
. N

o
, I

 d
o
n'

t.
」と

聞
き

「D
o
!」

と
口

を
尖

ら
せ

て
言

う
。

M
is
si
ng

 G
am

e（
カ

ー
ド

当
て

）。
「上

向
い

て
ず

る
し

な
い

。」
と

母
親

に
注

意
さ

れ
る

が
「B

ut
te

rfl
 y

.」
と

正
解

。

W
B

。
キ

ュ
ウ

リ
は

「
キ

ュ
ー

カ
ン

バ
ー

」
と

教
わ

る
。

/
「
ビ

ー
ト

ル
っ

て
?」

「
ア

ン
ト

っ
て

?」
（
教

え
て

も
ら

う
）
/
「
オ

ク
ト

パ
ス

っ
て

?」
（
「
さ

っ
き

教
え

た
じ

ゃ
な

い
タ

コ
さ

ん
。
」
と

母
親

）

D
V
D

で
「F

iv
e.

」「
E
ig

ht
.」

と
数

を
数

え
る

。
/W

B
で

「キ
ャ

ベ
ツ

（C
ab

ba
ge

）」
「
C

ar
ro

t.
」
「
C

o
rn

.」
「
P

o
ta

to
.」

（
自

力
）/

「S
pi

de
r, 

S
na

il,
 B

ut
te

rfl
 y

.」
（母

親
の

ま
ね

）

す
て

っ
ぷ

９
月

号

D
V

D
,W

B
, 

E
n
gl

e
e
,

音
声

玩
具

（
カ

ル
タ

）

母
親

（妹
も

参
加

）

D
V

D
と

W
B

。
文

と
単

語
の

発
声

（
大

半
が

単
語

で
母

親
の

ま
ね

）
。

母
親

は
助

け
た

後
で

，
本

人
が

自
力

で
E
n
gl

e
e

の
問

題
に

取
り

組
め

る
よ

う
に

促
し

て
い

る
。

D
V

D
の

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

機
能

。
「
A

は
ボ

ー
ト

。
」
と

リ
モ

コ
ン

操
作

す
る

。

カ
ル

タ
取

り
で

S
hr

im
p

と
C

ra
b

を
間

違
え

た
。

D
V

D
の

や
W

B
の

英
語

を
母

親
が

ま
ね

る
と

，
そ

れ
を

ま
ね

て
次

々
と

言
う

。
ほ

め
言

葉
「
G

o
o
d 

jo
b!

」
ま

で
ま

ね
る

。
/
E
n
gl

e
e

の
文

具
シ

ー
ト

。
「
も

う
一

回
や

ろ
う

，
マ

マ
手

伝
っ

ち
ゃ

っ
た

か
ら

。
」
と

母
親

。

D
V

D
の

体
操

の
コ

ー
ナ

ー
で

「
T

u
rn

, 
s
to

p
, 

s
k
ip

, 
st

o
p.

」
の

指
示

通
り

動
く
（
母

親
が

指
示

を
肉

声
で

繰
り

返
し

言
う

。
「
S
to

p
し

て
な

い
！

」
の

注
意

も
。
）

「S
qu

ar
e.
」「

T
ria

ng
le
.」（

母
親

の
ま

ね
）

/「
W

el
co

m
e 

to
 R

ob
ot

 R
es

ta
ur

an
t.」

（母
親

の
ま

ね
）/

W
B

の
英

単
語

（母
親

の
ま

ね
）

す
て

っ
ぷ

1
1
月

号

D
V

D
,W

B
, 

E
n
gl

e
e
,

サ
ン

タ
す

ご
ろ

く

母
親

（妹
も

参
加

）

D
V

D
と

W
B

。
単

語
の

発
声

（
大

半
母

親
の

ま
ね

）
。

D
V
D
。

英
語

の
指

示
「T

ou
ch

/S
ha

ke
 

yo
ur

 s
ho

ul
de

rs
/h

ip
s.
」

に
合

わ
せ

て
踊

る
。

母
親

が
肉

声
で

繰
り

返
し

聞
か

せ
る

。
/

す
ご

ろ
く
。

「月
の

色
は

？
」の

質
問

に
「Y

el
lo

w
.」

と
答

え
，

ド
ー

ナ
ツ

の
プ

レ
ゼ

ン
ト

カ
ー

ド
を

も
ら

っ
て

喜
ぶ

。

母
親

が
「
も

う
1
回

。
」
と

言
っ

て
遊

具
の

単
語

を
ま

ね
さ

せ
る

。
絵

を
指

差
し

て
自

分
の

英
語

を
聞

か
せ

る
。

身
近

な
も

の
の

英
語

を
聞

い
て

順
調

に
カ

ー
ド

取
り

が
で

き
る

。
/E

ng
le

e。
「電

話
を

か
け

た
と

き
に

何
て

言
う

の
？

」と
聞

か
れ

「ハ
ロ

ー
。」

と
答

え
る

。
W

B
で

「こ
れ

は
シ

ー
ソ

ー
。」

と
言

う
。

D
V

D
。

「
I 

h
a
v
e
 a

 
ju

m
p
 r

o
p
e
.」

「R
o
b
o
t,
 D

o
ll.

」「
S

an
d
b
o
x,

 J
u
m

p 
ro

pe
, 

J
un

gl
e
 g

ym
, 

S
ee

sa
w

.」
（
母

親
の

ま
ね

。
J
um

gl
e 

gy
m

は
一

緒
に

言
え

る
。）

/W
B

の
英

単
語

の
ペ

ー
ジ

の
語

を
次

々
と

言
っ

て
ゆ

く
（母

親
の

ま
ね

）。

す
て

っ
ぷ

１
月

号

D
V

D
,W

B
, 

E
n
gl

e
e
,C

D
,

手
旗

, 
お

風
呂

シ
ー

ト

母
親

（妹
も

参
加

）

D
V

D
と

W
B

。
文

と
単

語
の

発
声

（
自

力
）
。

母
親

と
「
T
h
ro

w
.」

「
C

at
c
h
.」

と
言

い
な

が
ら

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
。

E
n
gl

e
e
。

次
々

に
正

解
に

タ
ッ

チ
。

/
W

B
。

「
マ

マ
い

わ
な

い
で

。
さ

い
し

ょ
か

ら
。

D
o
lls

, 
bl

o
c
ks

.」
「
D

o
ll,

 
pu

zz
le

, 
c
ar

ds
, 
bl

o
c
ks

, 
c
ar

ds
.」

と
迷

路
を

進
む

。

機
械

音
で

S
h
ir
t
を

タ
ッ

チ
し

て
音

声
を

聞
く

が
，

シ
ュ

ー
ズ

と
聞

き
違

え
る

。
機

械
の

ヒ
ン

ト
と

母
親

の
助

け
で

「
シ

ャ
ー

ツ
」
と

聞
き

取
る

。

「
な

ん
だ

っ
け

，
ち

ゃ
い

ろ
。

W
h
it
e
?」

（
ブ

ラ
ウ

ン
と

教
わ

る
。
）
/
「
It
's

 a
 w

h
it
e
.」

（
a

が
不

要
と

母
親

が
注

意
。
）

W
B

。
乗

り
物

の
名

前
を

言
え

る
。

「
Y
e
s,

 I
 c

an
 d

o
 i

t.
」
と

聞
い

て
「
D

o
 

it
.」

（
母

親
の

ま
ね

）
/

浴
室

で
シ

ー
ト

を
見

て
「
It
's

 y
e
llo

w
. 
R

e
d.

」
と

言
う

。

＊
W

B
＝

ワ
ー

ク
ブ

ッ
ク



□　　　■67

付
録

（
続

き
）
　

就
学

前
幼

児
（
高

月
齢

男
児

）
の

３
年

間
の

英
語

学
習

の
記

録

英
語

学
習

英
語

３ 年 目

教
材

支
援

者
主

に
行

っ
て

い
る

こ
と

楽
し

ん
で

い
る

こ
と

難
し

さ
を

感
じ

て
い

る
こ

と
そ

の
他

理
解

面
産

出
面

じ
ゃ

ん
ぷ

３
月

号

D
V

D
,W

B
, 

E
n
gl

e
e
,

音
声

玩
具

（
文

字
学

習
）

母
親

（妹
も

参
加

）

D
V

D
と

W
B

。
文

や
単

語
の

発
声

（
ま

ね
＋

自
力

）
。

A
B

C
の

歌
を

歌
い

文
字

を
指

差
し

。
C

la
p。

母
親

が
指

差
し

た
色

を
言

う
。

母
親

の
説

明
を

聞
く
。

W
B

の
カ

ニ
を

は
さ

み
で

切
り

取
る

。
父

親
が

ほ
め

る
。

妹
に

頼
ま

れ
手

を
は

さ
む

。
母

親
，

始
終

「C
ra

b.
」
と

言
っ

て
聞

か
せ

て
い

る
。

H
を

思
い

出
せ

な
い

。
母

親
に

「H
IJ

K
の

H
だ

よ
。」

と
ヒ

ン
ト

を
も

ら
い

，
A

B
C

の
歌

を
歌

っ
て

思
い

出
し

て
正

解
す

る
。

「
え

，
ア

ポ
ー

っ
て

A
な

の
？

エ
イ

ポ
ー

？
」
/
「
な

ん
で

E
は

３
み

た
い

な
の

？
」
/
「
な

ん
で

リ
ビ

ー
お

う
ち

に
こ

な
い

の
？

」

W
B

。
「エ

ン
ト

っ
て

な
に

？
」（

教
わ

る
。）

/「
リ

ト
ル

っ
て

？
」（

教
わ

る
。）

/E
ng

le
e。

家
族

の
名

前
を

タ
ッ

チ
す

る
。

D
V

D
の

ク
イ

ズ
に

「
I 

w
an

t 
a 

do
n
u
t.
」
と

言
え

る
。

/
「
I 

w
an

t 
a 

do
n
u
t,
 p

le
as

e
.」

/
親

子
で

「
H

e
re

 y
o
u
 a

re
. 
T
h
an

k 
yo

u
.」

の
や

り
と

り
。

/
「
I 

w
an

t 
an

 u
m

br
e
lla

.」
（
母

親
の

ま
ね

）
/
It
's

 
を

使
っ

て
文

が
言

え
る

。

じ
ゃ

ん
ぷ

５
月

号

D
V

D
,W

B
, 

E
n
gl

e
e
,

T
ou

ch
 &

 S
te

p-
on

 シ
ー

ト

母
親

（妹
も

参
加

）

D
V

D
と

W
B

。
文

や
単

語
の

発
声

（
ま

ね
＋

自
力

）
。

母
親

の
説

明
を

聞
く
。

D
V

D
で

歌
を

一
緒

に
歌

う
。

T
 &

 S
シ

ー
ト

。
母

親
が

機
械

音
の

指
令

を
大

声
で

言
っ

て
聞

か
せ

る
。

A
B

C
の

歌
を

タ
ッ

チ
で

き
て

「
Y
e
ay

 !
」
と

喜
ぶ

。

英
語

で
1
6
の

次
に

1
8
と

言
っ

て
し

ま
い

，
母

親
に

指
摘

さ
れ

て
「
1
6
,1

7
,1

8
」
と

言
い

直
す

。

「
I 

c
an

 p
la

y 
th

e
 p

ia
n
o
.」

と
母

親
が

言
う

の
を

聞
い

て
，

ピ
ア

ノ
を

弾
く

ま
ね

を
す

る
。

/
「
ズ

は
つ

か
な

い
の

？
」
「
1
個

だ
か

ら
つ

か
な

い
。
」
と

母
親

が
答

え
る

。

「ス
キ

ー
っ

て
え

い
ご

な
の

？
お

な
じ

？
な

ん
で

？
」/

E
ng

le
e。

次
々

に
正

解
に

タ
ッ

チ
。

W
B

で
紙

の
し

ま
じ

ろ
う

を
「
I 

c
an

 j
u
m

p.
 I

 c
an

 
ju

m
p.

 I
 c

an
 j
u
m

p.
」
と

ジ
ャ

ン
プ

さ
せ

る
。

じ
ゃ

ん
ぷ

７
月

号

D
V

D
,W

B
, 

E
n
gl

e
e
,

C
D

-
R

O
M

母
親

（妹
も

参
加

）

D
V

D
と

W
B

。
小

声
で

B
IN

G
O

の
歌

・
A

B
C

の
歌

を
歌

う
。

文
や

単
語

の
発

声
（
母

親
や

機
械

音
の

ま
ね

）
。

D
V

D
の

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

機
能

。
靴

下
を

選
ぶ

。
「
も

う
い

っ
か

い
や

り
た

い
。
」

E
ng

le
e。

A
m

bu
la

nc
e

を
最

初
間

違
え

る
。

C
D

-
R

O
M

の
マ

ウ
ス

の
使

い
方

を
母

親
が

教
え

て
い

る
。

「
マ

ウ
ス

（
口

）
っ

て
な

に
？

」
（
教

わ
る

）
/

虫
と

食
べ

物
の

ク
イ

ズ
に

正
解

す
る

。
/
「
ペ

ン
ギ

ン
っ

て
え

い
ご

で
な

ん
て

い
う

の
？

」

D
V

D
と

一
緒

に
「L

oo
k!

 W
he

re
? 

O
ve

r 
th

er
e!

」
と

言
う

。
/「

M
, 
m

on
ke

y.
」/

「I
 l
ik

e 
la

dy
bu

g.
」

（
母

親
の

ま
ね

）/
「W

ha
t 

do
 y

ou
 l
ik

e?
 I

 l
ik

e 
tu

na
.」

と
聞

い
て

「I
 l
ik

e 
tu

na
.」

（母
親

の
ま

ね
）

/「
P
ot

at
o,

 T
ra

in
.」

/「
T
ha

nk
 y

ou
.」

（C
D

-R
O

M
の

ま
ね

）

じ
ゃ

ん
ぷ

９
月

号

D
V

D
,W

B
, 

E
n
gl

e
e
,

音
声

玩
具

（
マ

イ
ク

）

母
親

（妹
も

参
加

）

D
V

D
と

W
B

。
文

と
単

語
の

発
声

（
母

親
の

ま
ね

）
。

母
親

の
会

話
表

現
の

説
明

を
聞

く
。

自
分

の
言

い
た

い
英

文
を

母
親

に
作

っ
て

も
ら

う
。

マ
イ

ク
で

B
IN

G
O

の
歌

を
録

音
再

生
し

，
会

話
表

現
「
T
h
an

k 
yo

u
. 

Y
o
u
'r
e
 w

e
lc

o
m

e
.」

を
練

習
し

て
い

る
。

E
n
gl

e
e
。

B
ro

w
n

を
一

度
間

違
え

る
。

「
ど

ん
な

気
持

ち
？

」
に

「
い

い
き

も
ち

。
」

と
答

え
る

と
「
じ

ゃ
，

I'm
 

h
ap

py
.だ

。
」
と

母
親

。
/
「
お

も
ち

ゃ
を

も
っ

て
る

は
？

」
と

聞
き

「
I 

h
av

e
 

a 
to

y.
か

な
」
と

母
親

。

「
ロ

ー
ズ

っ
て

バ
ラ

？
」
と

推
測

す
る

。
/
T
o
e
s

を
母

親
が

ト
ゥ

ー
ス

と
言

う
の

を
聞

き
コ

メ
デ

ィ
ア

ン
の

仕
草

を
す

る
。

母
親

「
そ

れ
ち

が
う

。
」
と

笑
う

。

「A
re

 y
ou

 a
ll 

ri
gh

t?
」（

母
親

の
ま

ね
）/

「あ
た

ま
は

he
ad

.」
（母

親
の

ま
ね

）

じ
ゃ

ん
ぷ

1
1
月

号

D
V

D
,W

B
, 

E
n
gl

e
e
,

買
い

物
す

ご
ろ

く
,

目
標

シ
ー

ト

母
親

（妹
も

参
加

）

D
V

D
と

W
B

。
文

と
単

語
の

発
声

（
母

親
の

ま
ね

＋
自

力
が

増
え

る
）
。

ジ
ン

グ
ル

ベ
ル

の
歌

に
合

わ
せ

て
手

拍
子

。
/

頑
張

る
宣

言
は

「
元

気
よ

く
答

え
る

」
を

選
ぶ

。

E
n
gl

e
e

で
動

物
の

鳴
き

声
を

一
致

さ
せ

る
。

E
IE

IO
の

曲
を

完
成

さ
せ

て
聞

く
。

曲
の

シ
ー

ト
で

「
え

ん
そ

う
が

た
の

し
か

っ
た

。
」
と

言
う

。

「
紫

は
？

」
と

聞
か

れ
わ

か
ら

な
い

（
V

io
le

t
と

教
わ

る
）
。

/
（
母

親
が

an
 u

m
br

e
lla

の
冠

詞
an

の
説

明
に

苦
戦

す
る

。
「
ユ

ー
だ

か
ら

an
な

の
。
」
）

「
ひ

と
は

な
ん

て
い

う
の

？
」

「
H

u
m

an
」
と

母
親

。
/
「
か

さ
の

と
き

は
な

ん
で

an
に

な
る

の
？

」

妹
が

「ア
ブ

レ
ラ

（傘
）」

と
言

う
の

を
聞

い
て

「ア
ブ

レ
ラ

だ
よ

。」
と

指
摘

す
る

。
/L

et
's
 e

at
. L

et
's
 s

in
g.

を
訳

す
。

/「
H
er

e 
yo

u 
ar

e.
」と

聞
い

て
「T

ha
nk

 y
ou

.」
/Y

um
m

y
の

意
味

を
知

っ
て

い
る

。

「
I 

w
an

t 
a 

do
n
u
t,
 p

le
as

e
.」

（
D

V
D

の
ま

ね
）

/
「
I'
m

 h
u
n
g
ry

.」
「
W

a
tc

h
 o

u
t.

 O
h
, 

th
a
n
k 

yo
u
.」

（
D

V
D

の
ま

ね
）
/

母
親

が
気

持
ち

の
表

現
の

ク
イ

ズ
を

す
る

と
「
I'm

 h
ap

py
. 
I'm

 
h
u
n
g
ry

. 
I'
m

 s
le

e
p
y
. 

I'
m

 f
u
ll
.」

/
「
I 

w
a
n
t 

ju
ic

e.
 I
 w

an
t 

a 
fo

rk
.」

（母
親

の
ま

ね
）/

「T
o
y」

「
Y
o
gu

rt
」
「
E
ig

h
te

e
n
」
/
「
T
h
is

 o
n
e
 p

le
as

e
.」

じ
ゃ

ん
ぷ

１
月

号

D
V

D
,W

B
, 

E
n
gl

e
e
,

C
D

-
R

O
M

,
目

標
シ

ー
ト

母
親

（妹
も

参
加

）

D
V

D
と

W
B

。
文

と
単

語
の

発
声

（
ま

ね
＋

自
力

）
。

母
親

の
説

明
を

聞
く
（
例

：
「
O

ffi
 c

e
 

w
o
rk

e
r
は

パ
パ

み
た

い
な

人
，

会
社

員
。
」
）
。

目
標

は
「
気

持
ち

を
込

め
て

」

E
n
gl

e
e
。

音
楽

の
シ

ー
ト

で
曲

を
楽

し
む

。
そ

の
他

恐
竜

，
ダ

チ
ョ

ウ
の

名
前

（
オ

ー
ス

ト
リ

ッ
チ

）
な

ど
日

本
語

で
会

話
が

弾
む

。

E
n
gl

e
e
。

P
u
dd

in
g

の
意

味
。

「
S
o
c
c
e
r 

ba
ll.

」
と

答
え

た
が

，
「
I 

h
av

e
.」

と
言

わ
れ

，
「
I 

h
av

e
 

so
c
c
e
r 

ba
ll.

」
と

文
の

形
で

言
う

。

「
ピ

ク
チ

ャ
ー

っ
て

な
に

？
」
（
教

わ
る

）
/
「
も

う
お

わ
っ

ち
ゃ

う
か

ら
フ

ァ
イ

ナ
ル

ご
う

な
ん

だ
ね

。
」

「
Y
o
gu

rt
.」

/
「
C

u
rr

y 
an

d 
ri
c
e
.カ

レ
ー

ラ
イ

ス
に

し
た

。
」
/
D

V
D

に
「
W

h
at

 c
an

 y
o
u
 d

o
?」

と
聞

か
れ

「
I 

c
an

 s
le

e
p.

」
と

３
回

言
う

。
/
「
I 

h
av

e
 a

 b
o
o
k 

ba
g.

」
（
母

親
の

ま
ね

）
/
「
I 

h
av

e
 

fl o
w

e
rs

. 
W

h
at

 d
o
 y

o
u
 h

av
e
?」

（
母

親
の

ま
ね

）
/
「
I 
c
an

 r
u
n
. 
I 
c
an

 s
w

im
.」

じ
ゃ

ん
ぷ

３
月

号

D
V

D
,W

B
, 

E
n
gl

e
e
,

目
標

シ
ー

ト
,

修
了

証

母
親

（妹
も

参
加

）

D
V

D
と

W
B

。
文

と
単

語
の

発
声

（
大

半
が

自
力

。
間

違
え

た
ら

母
親

に
修

正
し

て
も

ら
い

ま
ね

る
）
。

W
B

で
母

親
が

し
ま

じ
ろ

う
な

ど
を

指
差

す
と

「
I 

lik
e
 

ju
ic

e
. 
I 
lik

e
 b

an
an

a.
 I
 l
ik

e
 i
c
e
 

c
re

am
.」

と
文

を
言

う
。

「自
分

の
言

い
た

い
こ

と
を

言
う

（例
：

I 
w

an
t 

ba
ll.
」母

親
が

「I
 w

an
t 

so
cc

er
 b

al
l？

」と
支

援
。

「う
ん

。」
）

/
修

了
証

を
も

ら
い

，
頑

張
る

シ
ー

ト
を

完
成

さ
せ

て
笑

顔
。

修
了

証
に

母
親

が
書

い
た

コ
メ

ン
ト

は
「G

oo
d 

B
oy

 !」
。

「L
et

's
は

『し
よ

う
』
だ

よ
。

L
et

's
 

pl
ay

 s
oc

ce
r.

と
か

L
e
t'
s 

pl
ay

 
E
ng

le
e

と
か

。」
と

母
親

が
言

う
の

を
聞

い
て

， 
「L

et
's

 p
la

y 
bo

ok
!」

と
言

う
。

「B
oo

k
は

プ
レ

イ
し

な
い

な
。

読
む

ん
だ

っ
た

ら
L
et

's
 

re
ad

 a
 b

oo
k.
」と

母
親

が
言

う
の

で
「L

et
's

 r
ea

d 
a 

bo
ok

.」
と

言
う

。

D
V
D

で
ヒ

ン
デ

ィ
ー

語
を

聞
い

て
「さ

っ
ぱ

り
わ

か
ら

な
い

わ
。」

/「
I 

ha
ve

 a
 b

oy
.は

男
の

子
を

持
っ

て
る

に
な

っ
ち

ゃ
う

よ
。」

と
母

親
に

言
わ

れ
る

。
/E

ng
le

e。
M

ir
ro

r
を

B
ea

r
と

聞
き

違
え

る
（教

わ
る

）。

「会
社

で
働

く
人

は
？

」と
聞

か
れ

「O
ffi
 c

e.
」（

教
わ

る
）/

「走
る

の
は

？
踊

る
の

は
？

」に
「I

 c
an

 r
un

. 
I 

c
a
n
 d

a
n
c
e
.」

/
L
io

n
, 

P
o
lic

e 
ca

r,
 B

ee
わ

か
る

。
/B

IN
G

O
。

E
と

Z
が

わ
か

る
。

D
V
D

の
「せ

ー
の

」の
掛

け
声

で
「I

 li
ke

 E
ng

lis
h.

」
と

言
う

。
/W

ha
t 

do
 y

ou
  

lik
e?

の
質

問
に

じ
っ

く
り

考
え

て
「I

 l
ik

e,
 I

 l
ik

e,
 I

 l
ik

e 
st

ra
w

be
rr

y.
」

/
気

持
ち

を
込

め
て

「T
ha

nk
 y

ou
.」
「Y

ou
'r
e 

w
el

co
m

e.
」/

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

を
つ

け
て

「I
'm

 
sl
ee

py
.」
と

言
う

。
/「

F
ir
e 

fi g
ht

er
.」

＊
W

B
＝

ワ
ー

ク
ブ

ッ
ク


